
「 歴 史 の 学 習 に 興 味 を も つ こ と が で き ま し た 。 」

静岡市立横内小学校の６年生１１０人が、社会科の歴史授業で、「国づくりへの

歩み」を学習する目的で、６年部の柴田先生が出前授業を計画し、発掘調査の概要、

土器の分類、石器の試し切り、火起こしの４つの体験活動を行いました。

学校に着いた時は曇り空だっ

たので、校舎横で火起こしを行

いました。３クラスまでは順調でしたが、４ク

ラス目の直前に急に雨が降ってきたので、渡り

廊下に道具を移動して再開しました。道具が雨

で濡れてしまったので、火が起こせないかと思

いながら始めましたが、子どもたちが頑張った

ことで、濡れた道具でも何回か火を起こすことができました。

縄文時代から古墳時代までの簡単な時代の流れを

聞いた後、縄文土器・弥生土器・須恵器の完成品を

見ながら、土器片を分類しました。分類に迷った土器

片は、完成品と見比べて、色や厚さ、重さ、線の入り

方などを頼りに分類していました。作り方の違いが土

器の違いになっていることを聞いて納得していまし

た。

埋蔵文化財センターの業務内容と横内

小学校周辺の遺跡について、電子黒板を

見ながら話を聞きました。メモをとりながら興味深く

聞いていました。

旧石器時代や縄

文時代・弥生時代

などの話を聞いて、打製石器や磨製石器などの石器

の種類や、石器の役割を理解していました。その後、

黒曜石を使って、新聞紙や野菜くずを切ってみまし

た。石で野菜が切れることに驚いていました。
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柴田先生の感想

「多くの体験をさせていただき、理解を深めることができました。また、

興味・関心を高めることができました。実物や写真を用いて、分かりや

すく説明していただいたので、その後の学習に活かすことができまし

た。大昔の人々のくらしの中で、人々がどのようなことを考えて集団生

活していたのかを考えることができました。いただいた黒曜石を大変

喜んでいて、家でも試し切りをしていた子がたくさんいました。」

・「雨でつきにくかったけど、み

んなの力で火が起きたときは

楽しかった。」

・「雨でつかなかった

けど、楽しかった。」

土器の分類体験

・「石で野菜を切れるとは思わなかった。

昔の人の技術はすごいなと思った。」

・「土器を簡単に掘り起こせないことがわかった。」

はじめの会と終わりの会

は、リモートで行いました。


